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４
月
１
日
付
で
後
藤
滋
幹
さ
ん
が
、
大

口
町
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

後
藤
監
査
委
員
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
代
わ
り
、
大
口
町
の
財
務
事
務
や
事
務

の
執
行
等
が
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
を
監
査
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
校
長
先
生
の
紹
介

大
口
町
監
査
委
員

空き瓶またはペットボ
トルの底側で押すのも
OK

ペットボトルの飲み口
側を切ったものや、
CDや DVD の穴を使
うのもOK

週刊誌、書籍
ノート、カタログ
取扱説明書

どの区分にも
入らないもの

横から見て
中に波状の紙が
入っているもの

牛乳パック、
ジュースパック

新聞類

古紙として出せない紙類の主なもの

雑誌類 ざつがみ類 ダンボール類 牛乳パック類

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む
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ルは切って折り畳む
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プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
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フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く

シール、プラスチック
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新聞紙、折込広告

再利用

再利用

再利用

再利用 再利用

● 粘着物のついた封筒
● 防水加工された紙（紙コップ、紙皿、
　紙製カップ麺容器、紙製ヨーグルト容器、油紙、ロウ紙など）
● 裏カーボン紙、ノーカーボン紙  （宅配便の複写伝票など）
● 圧着はがき（親展はがき）
● 感熱紙（ファックス用紙、レシートなど）
● 印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙、感光紙（青焼きコピー紙）
● プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせた複合素材の紙
● 金・銀などの金属が箔押しされた紙
● なっせん紙（昇華転写紙、絵柄などを布地に加熱してプリントする紙）
● 感熱性発泡紙 （点字関係で使用。熱を加えたところが盛り上がる紙）
● 合成紙（プラスチックで作られている紙）
● 臭いのついた紙（石鹸の個別包装紙、紙製の洗剤容器、線香の紙箱など）
● 水に濡れた紙、油のついた紙（使い終わったティッシュペーパーやタオルペーパー、食品などで汚れた紙）

荷造りひもは必ず外し
てから出す
荷造りひもは必ず外し
てから出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

問合せ先　環境経済課　蘂 95‒1613

）

調査の結果、紙類が半分程度
を占めています。
まだまだ、資源化可能な紙類
が多く含まれていますので、
今後も環境保全と天然資源の
消費抑制の観点から、更なる
分別への取組みにご理解とご
協力をいただきますようお願
いします。

町では、定期的に可燃ごみの
中身を調査しています。

可燃ごみ収集袋

大口町

　中身が残っていたり、汚れが付着していないように水ですすいで出
してください。汚れが落ちない場合は、「その他プラスチック」に出
してください。また、レジ袋等に入れてまとめた場合は、中身の確認
のため、捨てる際に必ず袋から出してください。

容器包装ではないもの（例）

危険物（禁忌品）

汚れが落ちないものは、

　間違いやすいものとして、CDやDVDのケース、クリーニングのビニール袋、
フリーザーバッグ、メール便のビニール製封筒、テープ、ひも、本のカバー、
バケツ、洗面器、コンビニスプーンは、容器包装プラスチックに該当しません。
その他プラスチックに入れてください。

　処理の際、手分別をおこないますので、カミソリや乾電池、
ライターなど危険物（禁忌品）は絶対入れないでください。

　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会では、定期的に容器包装プラスチックの品質調査をおこなっており、
毎年２％未満の異物の混入があります。品質を維持するため、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

その他プラスチック

日本の食品ロス

環境への負荷を低減するには

年間約
632万 t
年間約
632万 t

世界全体の
食料援助量の
約2倍に相当

世界全体の
食料援助量の
約2倍に相当

国民１人当り
年間 23.7㎏
国民１人当り
年間 23.7㎏

年間約
302万 t
年間約
302万 t

家庭から排出される量家庭から排出される量

　大口町の家庭から出る可燃ごみの焼却場 (江南丹羽環
境管理組合美化センター)で、定期的に実施している可
燃ごみの分析調査によると、生ごみ類の約80％は水分で
あることから、水切りを十分おこなうことも効果的です。
　紙、布類は分別して地区の資源ごみ回収日、または、
資源リサイクルセンターに出すことで、ごみの減量が図
れ、古紙やウエス（雑巾等）に再利用されます。また、
家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出すこ
とによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資源は
チップ化し、土壌改良材やマルチング（根覆い材）とし
て再利用されます。

環境美化センターに搬入される可燃ごみの内訳は、紙、
布類が約半分を占めています。これらを分別して地区
の資源ごみ回収日、または、資源リサイクルセンター
に出すことで、ごみの減量
が図れ、古紙やウエス（雑巾
等）に再利用されます。

家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出す
ことによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資
源はチップ化し、土壌改良
材やマルチング（根覆い材）
として再利用されます。
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水分がなくなったら
生ごみ生ごみ生ごみ

生ごみ生ごみ生ごみ

生ごみ生ごみ生ごみ

の
水分がなくなったら

　ごみの発生を抑制し、排出されたごみは可燃ご
みに出すのではなく、分別して資源化する取り組
みを継続することで、最終処分場の延命化に繋が
り、環境への負荷が低減されます。一人ひとりが
できることは小さなことでも、みんなで取り組め
ば大きな力になります。さあ、できることから始
めましょう！今後も資源の有効活用、可燃ごみの
減量にご理解とご協力をお願いします。
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野焼きは禁止です

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
を
忘
れ

ず
に
。
ま
ず
は『
ご
み
を
出
さ
な
い
』

こ
と
が
大
切
で
す
。

水
に
濡
ら
さ
な
い

1

し
ぼ
っ
て
乾
か
す

2

ギ
ュ
ッ
と
し
ぼ
る

3
野
菜
の
皮
な
ど
の
水
分
が
少
な
い
ご
み
は
、
は
じ
め
か
ら
水

に
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

茶
が
ら
、
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
、
コ
ー
ヒ
ー
か
す
な
ど
水
分
の
多

い
も
の
は
、
し
ぼ
っ
て
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。

ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
た
ま
っ
た
水
分
を
絞
り
ま
し
ょ
う
。

不
要
と
な
っ
た
C
D
や
D
V
D
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
み
口

を
加
工
す
る
と
絞
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
ビ
ン
の
底
で
押
す
こ
と
も
有
効
で
す
。
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有機資源保管所

墓
地

交通事故防止のため集落内（破線部分）

の通行はご遠慮ください。

N

町道高岡線

堀尾跡公園堀尾跡公園

大口雇用促進住宅大口雇用促進住宅
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草、落葉、野菜の茎・葉・根

食に供する部分は不可

運
転
免
許
証

健 康 保 険
被保険者証

免許証

できるもの
搬入
搬入回数は
１日に３回まで

するもの
持参

剪定枝、竹

長さ 2m以内

直径 30cm以内直径 30cm以内

迷い犬
　飼い犬が迷子になる原因は、飼い主の不注
意によるものがほとんどです。
　飼い犬が迷子にならないために、犬に適し
た首輪、リードを使用し、常に点検をおこなっ
てください。
　また、ケージで飼っている場合は、鍵の施
錠の確認をしっかりとおこなってください。
放し飼いは絶対にしないでください。首輪等
に連絡先を記入しましょう。また、マイクロ
チップも迷子になったときに役立ちます。
　もし、飼い犬が迷子になってしまったとき
は、環境経済課のほか、必ず動物保護管理セ
ンターや最寄りの警察署に届けを出してくだ
さい。

カラスによる
ごみの散乱
　最近、カラス等による可燃ごみを荒らす被害が増
加しています。カラス等は、臭いではなく視覚でエ
サを探すので、これらのことに一人ひとりが、配慮し、
散乱防止に努めてください。

犬の散歩
　散歩などで、犬がフンをした場合は、必ず処理を
するようにしましょう。道路や人の敷地にフンをさ
せたままにしないでください。環境衛生上において
も不衛生であり、他の住民の方の迷惑となります。
散歩のときは、必ずビニール袋等を携行し、フンを
持ち帰りましょう。

● 動物保護管理センター　尾張支所　蘂 0586-78-2595
● 江南警察署　蘂 56-0110
● 犬山警察署　蘂 0568-61-0110
● 小牧警察署　蘂 0562-36-0110

カラスのエサとなる残飯を減らしましょう。
可燃ごみ袋は、必ずカラス除けネットの中にいれる。周りに重りを置くか、ネッ
トで包み込むようにし、カラスがごみ袋を引きずり出せないように入れましょう。
集積場所にスペースなどがある場合、かごなどを使用し出す。
必ず決められた曜日の朝に出す。

●

●

●

●

　

ビ
オ
ト
ー
プ
や
西
っ
子
ラ
ン
ド
に
響
く

明
る
い
声
。
図
書
館
で
本
に
親
し
む
姿
。

教
室
で
の
学
び
あ
い
。
ど
れ
も
、
西
小
学

校
の
素
敵
な
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
と
な
り
ま
す

よ
う
、
地
域
と
家
庭
と
学
校
が
手
を
取
り

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
た

ち
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
、
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 大

口
町
立
大
口
西
小
学
校

鈴
木
洋
子
先
生

大
口
町
立
大
口
南
小
学
校

櫻
井
　
智
先
生

　

大
口
南
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
出

会
い
は
、「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
元
気

で
、
さ
わ
や
か
な
挨
拶
で
し
た
。
そ
の
と

き
、
家
庭
や
地
域
の
温
か
い
環
境
の
中
で
、

大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、「
自
信
を
も
っ
て
主
体
的
に

活
動
で
き
る
子
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
の
成
果
を
感
じ

た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
に
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。


